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「
四
十
に
し
て
惑
わ
ず
」
「
五
十

に
し
て
天
命
を
知
る
」
。
論
諮
に
は

こ
う
否
0
が
、
平
均
憲
命
が
伸
び
た

今
、
子
冑
て
を
絡
え
、
定
年
を
閲
江

に
感
じ
始
め
る
60代
は
惑
い
の
写

節
。
残
り
の
人
生
を
い
か
に
生
き
る

べ
き
か
。
定
年
ま
痘
三
て
も
体
力
、

気
力
が
十
分
な
ア
ク
テ
ィ
プ
シ
ニ
ア

の
生
き
方
の
ヒ
ン
ト
に
な
れ
ば
と
、

学
び
直
し
の
講
座
が
注
目
さ
れ
て
い

る
。

（村
島
有
幻
t
写
真
も
）

い
か
に
生
き
る
か

F
船
Lの
目
的
は
何
で
し
ょ
う

か
。
＋
牛
図

（禅
に
お
い
て
悟
り
を

牛
に
た
と
え
、

修
行
の
道
の
り
を
表

現
す
る
た
め
に
用
い
た
説
明
図
）
に

よ
る
と
、

1
つ
目
は
自
分
を
知
る
自

己
2
郊叩、

2
つ
目
が
生
死
の
問
題

を
り
越
え
る
生
死
解
決
、

3
つ
目

が
他
者
救
済
で
す
」

大
秦
仏
教

2
信
の
一
っ
‘
牢
血

蜃
に
つ
い
る
ず
横
山
紘
一
・
立

教
大
名
嘗
教
授
の
言
案
を
6
0
i祁
代

の
学
生
た
ち
が
真
剣
に
メ
モ
を
取

る。
立
教
大
（
東
京
都
畳
島
区
）
が
平

成
20年
に
開
設
し
た
生
涯
学
誓
機
関

「
立
敷
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
大

学」

0
60歳
以
上
の
シ
ニ
ア
を
対
象

に
、
教
養
教
冑
（
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ァニ
ツ
）
に
重
点
を
置
い
た
講
麟
を
行

い
、
現
在
は
約
1
5
0人
が
学
ぶ
。

前
後
期
の
講
麟
は
月
ー
金
曜
日
の

シ
午
後
3
時
か
ら
。
思
想
や
哲
学
な
ど

の
教
養
私
巨
群
▽
起
業
や
コ
ミ
ュ

ニ

テ
ィ
ー
活
動
に
役
立
つ
ピ
ジ
ネ
ス
科

目
群
▽
介
護
保
険
の
知
識
や
高
齢
期

の
住
ま
い
づ
く
り
な
ど
の
実
用
知
識

を
得
る
人
生
設
計
秘
巨
群
ー
の
3
群

計
心
科
目
か
ら
関
心
の
あ
る
科
目
を

選
択
す
る
。

教
養
科
目
と
し
て
仏
教
思
想
を
教

え
る
慣
山
教
授
の
授
業
を
選
択
し
た

'. 

参

係関教寸

学
び
直
し
の
講
座
が
注

H

考

50歳からの第二の青春を大学で
静
岡
県
か
ら
高
速
バ
ス
で
通
う
近
藤

和
子
さ
ん
(61)は
「
仏
教
や
哲
学
な

ど
、
な
か
な
か
自
分
1
人
で
は
学
べ

な
い
。
今
ま
で
と
は
全
く
違
う
こ
と

を
や
っ
て
み
た
い
と
、
迷
い
に
迷
っ

て
入
学
を
決
め
ま
し
た
。
自
分
の
こ

と
を
見
つ
め
る
良
い
楓
会
に
な

る
」
。
東
京
都
江
東
区
の
水
鯛
芳
貴

さ
ん
(62)は
「
『
仕
事
人
間
』
だ
っ

た
過
去
40年
の
自
分
を
振
り
返
り
、

こ
れ
か
臣
何
を
す
る
か
、
1
、
2
年

じ
っ
く
り
考
え
る
期
間
に
し
た

い
」
。横

山
教
授
は
「
若
い
人
は
『
い
か

に
生
き
る
か
』
よ
り
も
リ
ク
ル
ー
ト

活
動
に
熱
心
。
人
生
経
験
が
畳
か
な

50、
60代
の
方
が
講
攀
に
真
剣
に
向

き
」
と
話
す
。

人
脈
、
仲
間
づ
く
り
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ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
言
話

能
力
や
日
常
の
問
題
解
決
能
力
に
は

加
齢
の
影
響
は
な
く
、
む
し
ろ
向
上

す
る
と
さ
れ
る
。

一
昨
年、

文
部
科
学
省
の
検
討
会

が
公
表
し
た
報
告
書

「長
寿
社
会
に

お
け
る
生
涯
学
習
の
在
り
方
に
つ
い

て
」
で
は
、
高
齢
者
に
よ
る
社
会
貢

献
の
璽
要
性
を
強
調
。
生
涯
学
習
が

大
き
な
役
割
を
果
た
す
可
能
性
を
示

唆
し
て
い
る。

立
教
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
大
は
本

科

(1
年
間
）

と
専
攻
科

（
同
）
の

最
長
2
年
間
だ
が
、
修
了
後
も
大
学

で
得
た
人
脈
や
仲
間
を
役
立
て
る
仕

組
み
が
あ
る
。
「
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー」

と
呼
ば
れ
る
自
主
学
習
グ
ル
ー

プ
を
支
え
る
仕
組
み
で
、
現
在
、
在

日
外
国
人
生
之
環
や
高
齢
者
施
設
の

慰
問
な
ど
9
グ
ル
ー
プ
が
活
動
し
て

い
る
。埼

玉
県
越
谷
市
の
井
上
敬
滋
さ
ん

(65)は
修
了
後
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
の
ヤ
あ
に
働
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
「
定
年
後
に
ゴ
ル
フ
三
昧
や

＼
ま
得
ら
れ

と
匹
距
島
し

旅
行
三
昧
で
は
生
き
が

な
い
。
同
世
代
の
人

な
が
ら
、
も
う
ひ
と
頑
張
り
し
た

い
」
と
話
し
て
い
た
。

海外プログラムや資産運用も

高齢者に学びの機会を提供している教育機関は多

い。早稲田大の生涯学習機関「早稲田大エクステン

ションセンター」では公開講座のほか、シニア向け

の海外留学プログラムも実施している。また、大阪

電蜘夏信大金麒済繹貨船翻学科では、シニア

にも投資の基礎知識を身に付けてもらおうと、社会

人入試制度を設けている。

そのほか、 自治体や各種団体などにも生涯学習講

座があり、期間や費用、内容もさまざまだ。

奈良県ではシニア世代を対象に今年度から、高校

の国匿、英語、日本史、世界史の敷科書をベースに

した講攀や大学教員らによる多様な講襲を1年間通

じて学ぶ「奈良県立大学シニアカレッジ」を開設し

た。 1講座年間35コマ (1コマ90分）で受講料は1
万円。長野県長寿社会開発センターのシニア大学は

社会参加や健康づくりなどのための講座を開設して

いる。


